
20 

１．国際研究交流の概況 

 
「国際研究交流の概況」（平成１４年度）     

「文部科学省 国際研究者交流状況調査」 
（調査対象機関：国・公・私立大学、試験研究機関等の計822機関 有効回収率：94.3%（774機関）） 

 

 

１－１．機関種別国際研究交流実績 

（１）派遣 

 平成１４年度は、派遣総数は115,833人、受入総数は30,116人であり、共に過去最高。特に

派遣については、前年度比で12,629人（12.2%）の大幅な伸び。 
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注：｢国立大学等」は、国立大学、大学共同利用機関、国立短大、国立高等専門学校を指し、「試験研究機関等」は、国立試験研究機関、独立行政法人、研究開発特殊法人等を指す。

　　公・私立大学、国立短大は平成９年度から、国立高専、国立試験研究機関、研究開発特殊法人等は平成１２年度から調査対象に追加。
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（２）受入 

 平成１４年度の受入総数についても、30,116人と過去最高数ではあるが、前年比0.2%であり、

伸びは横ばい。中国等のアジアの一部からの研究者の受入は増加しているものの、欧米諸国か

らの受入が減少。 
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注：「国立大学等」は、国立大学、大学共同利用機関、国立短大、国立高専を指し、「試験研究機関等」は、国立試験研究機関、独立行政法人、研究開発特殊法人を指す。

　　公・私立大学、国立短大は平成９年度から、国立高専、国立試験研究機関、研究開発特殊法人等は平成１２年度から調査対象に追加。

国立大学等

公立大学

私立大学

試験研究機関等

受入総数

受入総数

国立大学等

私立大学

公立大学

試験研究機関等

(年度）

(人 ）



21 

１－２．期間別国際研究交流実績（長期・短期） 
 
 
派遣・受入ともに、短期の交流（30日以内）は着実に増加しているものの、長期の交流（30

日超）は減少する傾向にある。派遣については、短期派遣で 109,318 人（前年度比 13.6%増）、

長期派遣で6,515人（前年度比6.2%減）。受入については、短期受入で17,579人（前年度比3.2%

増）、長期受入で12,537人（前年度比3.8%減）。 

 

（１）派遣 

 

 

（２）受入 
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注：「国立大学等」は、国立大学、大学共同利用機関、国立短大、国立高専を指し、「試験研究機関等」は、国立試験研究機関、独立行政法人、研究開発特殊法人を指す。

　　公・私立大学、国立短大は平成９年度から、国立高専、国立試験研究機関、研究開発特殊法人等は平成１２年度から調査対象に追加。
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注：「国立大学等」は、国立大学、大学共同利用機関、国立短大、国立高専を指し、「試験研究機関等」は、国立試験研究機関、独立行政法人、研究開発特殊法人を指す。

　　公・私立大学、国立短大は平成９年度から、国立高専、国立試験研究機関、研究開発特殊法人等は平成１２年度から調査対象に追加。
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１－３．エリア別国際研究交流実績 
 
 

（１）派遣 

 短期派遣は、各エリア共増加しているが、特にアジアへの派遣の伸びが目立つ。 

一方、長期派遣は全体的に減少しており、特に欧州、北米への派遣が減少傾向にある。 
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（２）受入 

 

 短期受入は、アジアからが増加傾向にあるが、欧州からは減少している。また、長期

受入については、欧州、北米共に減少傾向にある。 
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１－４．事業種別国際研究交流実績 
 
 派遣、受入とも、その他国内資金をはじめ、外国政府からの助成を含む公的資金の割合が 8

割を越えている。派遣における科学研究費補助金、並びに、受入における外国政府・研究機関

等の割合が比較的高いことがわかる。 

 

（１）派遣 
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文部科学省事業： 文科省が実施する事業（在外研究員の派遣、国際シンポジウム招へい等）等 
日本学術振興会： 日本学術振興会が実施する事業（海外特別研究員事業、外国人特別研究員事業等）、助成金

等。 
科学技術振興機構： 科学技術振興機構が実施する事業・助成金等。 
その他政府関係機関： 文科省以外の政府関係機関（日本学術会議、国立大学、国立試験研究機関等）が実施する

事業、助成金等。 
その他の国内資金： 民間企業等からの寄付金、公私立大学の資金、独立行政法人、国際協力機構事業、国際交流

基金事業等。 
外国政府･研究機関等： 外国政府や国際機関が実施している派遣・受入事業、助成金 
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１－５．外国人研究者宿泊施設利用状況 (公私立大学は除く) 
 

 短期受入（1 か月未満）の場合、ホテル等の利用が 3 分の２を占める。一方、長期受入（1

か月以上）の場合は、アパート等の利用が約半数を占める。学内宿泊施設の利用の割合につい

ては、短期受入で24.0%、長期受入で34.7%であった。 

 
  

（１）短期受入（1ヶ月未満）                （２）長期受入（1ヶ月以上） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※重複(例：一度の滞在でホテルと学内施設を利用)や、宿泊施設が不明な場合があるため、 

外国人研究者受入総数とは一致しない。 

 

 

（３） 外国人研究者宿泊施設            ( )内は平成13年度実績 
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６か月～１年未満 641 67 708 46 828 117 316 1,898

１年以上 654 170 824 35 2,463 618 438 3,760
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